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SDGs経営簡易診断サービス 2023年度
896件の申込み

NEW

地域の事業者のみなさまのSDGsアクションをサポート

※2023年3月末時点

地域企業のSDGs・CN取組みを支援するメニュー（その１）



２．個別コンサル（紹介メニュー・有償）

実績あるSDGsコミュニケーターによる個別コンサルのご紹介

1

損害保険会社で本社部⻑や⽀店⻑を経て理事、関連会社社⻑を経験。
経営企画部で地⽅創⽣プロジェクトを担当した後、社内ベンチャー⽀援制度で「ふるさと納税×SDGs」の
運営サイトである”ふるサポプレゼンツ”を⽴ち上げ起業独⽴。
地⽅創⽣⽀援と中小企業におけるSDGsの啓発事業に取り組む。企業や自治体での講演実績多数。

中島 達朗（なかじま たつろう）氏
株式会社ふるサポ代表取締役
SDGsコンサルタント/一般社団法人ＳＤＧｓ活動支援センター事業パートナー

・経営学修士（MBA）
・早稲田大学トランスナショナルHRM研修所招聘研究員
・地⽅創⽣官⺠連携プラットホーム企業版ふるさと納税分科会メンバー
・環境省地球温暖化コミュニケーター
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Visual Driveとは︖

• 当社が貸与する専⽤⾞載器（タグ）と専⽤アプリ「Visual Drive」を⽤いた、交通安全・エコドライブイベントを開催可能です。
• 当イベントにより、参加する企業・団体等が一体となったSDGsゴール（Goal3、11、13 等）達成に向けた取組が可能です。

地域住⺠・企業等とともに、交通安全やカーボンニュートラルを推進

内容項目

運転スコア・ランキング・危険挙動発⽣の時間と場所の特定フィードバック

⾛⾏ルート・危険挙動発⽣箇所（急ブレーキ、急アクセル等）取得データ

• 一定期間、イベントに参加する企業・
団体等にタグ・アプリを貸し出します。

• 運転状況が診断されるなど、楽しみ
ながらイベントに参加していただきます

テレマティクス技術を搭載したタグとスマートフォンを連動させて⾛⾏データを取得し、
安全運転スコアを提供するスマートフォン専用アプリ
運転終了後、すぐに運転状況のフィードバックが可能

• イベント後、取得データに基づき、
危険挙動発⽣箇所等を表示した
マップを提供。地域の交通安全
対策検討などに活⽤いただけます。

新しい技術を使った「安全運転」「エコドライブ」の推進方法について
地域企業・団体や住⺠の皆様に体験いただくイベントを開催します。
〔期間〕原則１か月 〔タグ費用〕無料 〔タグ貸出上限〕３００個
〔参加者〕個人、個人グループ、法人グループ 等
〔対象〕
・⾃動⾞免許所有およびスマートフォン（スペック条件あり）を持っている方
・イベントで使用する四輪⾞両を限定できる方

• 当イベントで収集した⾛⾏データや弊社契約者データの運転挙動
データを地図上に表示し提供します（交通安全マップ）。

• 急ブレーキ多発等の危険箇所を把握でき、交通安全対策の検討
や小中学生への交通安全教育など、様々な場面で活用できます。

• また、⾛⾏軌跡や⾛⾏量の把握も可能なため、地域交通の再編の
検討等、持続可能なまちづくりに活用できます。

STEP1︓タグを用いた交通安全・エコドライブイベント開催

STEP2︓収集されたビックデータの活用

交通安全マップ

テレマティクス技術を活用した
安全運転/エコドライブ推進イベント［テレマタグイベント］

取組のすすめ方
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 独自のロジックにより、自動車走行データから「安全運転に
よるCO2削減量」を推定し専用アプリ上で表示

 過去１か月間の削減量を表示することで、環境的観点・経済
的観点からもドライバーの安全運転を後押し

節約できたガソリン消費量も併せて表示することにより、
環境的観点・経済的観点からも安全運転を後押しします。

削減できたCO2量がイメージし易くなるよう、「スギの⽊●●
本が１年間で吸収する量」に例えて表示します。

アプリの概要
弊社独自のロジックにより、「安全運転を行った
ことによって、標準的な走行による燃費と比較して
どれだけCO2排出量を削減できたか」を算出し、
専用アプリ上で表示します（過去１か月間の削減量）

イベント参加者全台分の合計レポートを自治体の皆さまにご提供

参加者全台分の「燃料総使用量」・「安全運転によって節約できた燃料消費量」
「CO2の総排出量」・「安全運転によって削減できたCO2量」の合計値を表示

「安全運転によって削減できたCO2排出量※」を可視化し、地域のカーボンニュートラルを推進
• テレマタグイベントにおいて、安全運転によって節約できた「燃料消費量」や「CO2削減量」を推計し、参加者に提供します。
• また、参加者全体での「CO2削減量」等をまとめたレポートを自治体の皆さまに提供します。

参加者ごとに「安全運転によるCO2削減量」を提供 自治体の皆さまに参加者全員分の合計レポートを提供

※ガソリン車、ハイブリッド車、ディーゼル車が対象であり、電気自動車は対象外です

※本サービス利用にあたっては、「①参加募集時に各参加者の車種/型式の情報を弊社が取得すること」「②各参加者が加入する自動車保険の情報を弊社が取得すること」に同意いただく必要があります。

※弊社独自の算出方法による推定の節約・削減量であり、実際の数値と異なる可能性がございます。あくまで「参考数値」としてご確認ください。
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 Bizセイフティにご関⼼のある事業者さまを対象に、⾞載器と専用アプリを無料でお試し
頂ける「Bizセイフティ無料お試し版」をご提供します。（⼀部機能に限定）

 無料体験を希望の場合、扱い代理店・当社営業担当者までお申し付けください。

無料
お試し版

1か月間（毎月１⽇〜末⽇までの１か月間です。月中開始はできません。）期間
１台〜５台台数

【ドライバー向け】⾞載器・専⽤アプリ（安全運転診断・CO2削減量の可視化）
【管理者向け】安全運転等によるCO2排出削減量の月間レポート
※管理者ポータル・運⾏レポートは無料体験版では利⽤できません。

提供
サービス

※5台以上のお試しをご希望の場合は、別途有料のお試しプランもご⽤意がございますのでご相談下さい。

専⽤アプリ
管理者向けCO2レポート

⾞載器
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運転終了後、すぐに利⽤者へ運転状況をフィードバック
・ ⾛⾏毎のスコアリング＋急ブレーキ、速度超過運転中の

スマートフォン使⽤データ等を診断
・ 利⽤者の運転状況にあった安全運転のヒントをご提供

スコアランキングやバッジ獲得でゲーム感覚を演出
・ 参加者の一体感を⽣み出すグルーピング機能
・ スコアランキング上位者への特典による盛り上げを演出

専⽤タグとスマホだけで利⽤者の⾛⾏データを診断
・ ダッシュボードへの専⽤タグ張り付けとスマホが⾞中に
あれば利⽤可能

地域の皆さまに 『楽しみながら客観的に』
安全運転技術の確認ができる絶好の機会を提供します︕

Visual Driveの特徴

■タグと連動させることにより、手振れなどスマートフォン⽅式の弱点を克服
■ゲーム感覚で利⽤者が使いたくなる仕組み

①⼿間なし︓アプリのOn/Off不要
②スマートフォンは⾞中のどこにあってもOK
③⼿振れの⼼配なし
④省バッテリー/省データ︓一括データ送信

インストールマニュアル
を⽤意しています

安全運転診断 安全運転のヒント
▽ 過去2週間の⾛⾏を

累計で得点化
▽ ランキングで利⽤者

と他の参加者の比較
もできます

バッジ獲得
▽ 利⽤者に合った

運転アドバイスを
提供します

▽ 運転特性に応じた
バッジを獲得できる
ので、利⽤者の運転
の得意・不得意が
わかります

⼿軽に⼿軽に

安全運転
診断

安全運転
診断

楽しく楽しく
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⾞両のダッシュボード

スマートフォン

⾞載器（タグ）

スマートフォンと⾞載器（タグ）がBluetooth接続されると、Visual Driveは自動的に運転記録を開始します。

 機能 ︓加速度センサー

 裏に両面テープが張ってあり、誰でも簡単に取付可能

• 記録媒体（40時間分の⾛⾏データを保存可）
• Bluetooth省電⼒チップ
• マイクロチップ リチウムバッテリー（4年）

【5cm×5cm】

ご利用イメージ
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急ブレーキ

運転操作に関して取得できる
主なデータ

速度超過

スマホ使用

急ハンドル

急加速

＜取得データの例＞

イメージ

※上記マップはhtmlファイルで提供

学校施設なども

表示可能

運転操作に関して取得したデータを地図上にプロット

特徴① ︓ テレマティクス交通安全マップを道路環境改善などのまちづくりに活用できます︕

■テレマティクス交通安全マップは、イベントにより収集したデータに基づき、危険挙動箇所を地図上にプロットしてご提供します
■急ブレーキ多発地点など危険箇所を把握し、道路環境を改善するなどの交通安全対策への活⽤が可能です
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走行量

取得できる
主なデータ

到着地点

走行ルート

出発地点

＜取得データの例＞

■イベントにより収集した⾛⾏量データや⾛⾏ルートデータに基づき、地図上にヒートマップ形式で表示してご提供します
■路線バスやオンデマンドモビリティなど⾛⾏ルート・ダイヤの検討など、地域交通の再編にも活⽤が可能です

イメージ

※上記マップはhtmlファイルで提供

⾊の濃さによって交通量を可視化
運転操作に関するデータとの同時表示も可能

特徴② ︓ ⾛⾏量ヒートマップを地域における次世代モビリティ導⼊に向けた調査等に活用できます︕
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『冬のDigi田甲子園』で優勝し、内閣総理⼤⾂賞を受賞
〜福井県・福井県警察と取り組んだ

「デジタル（テレマティクス技術）を活用した新たな交通安全対策」〜

 弊社のテレマティクス技術により県内
ドライバー（454名）の運転データを取得
し、危険運転発⽣地点を示す「福井県
交通安全マップ」を作成・公開

 取得したデータを活⽤し、事故実績に
基づく事後対応ではなく、危険運転エリア
に対する先⼿先⼿の対策を⾏うことで、事故の未然防⽌を志向

福井県・福井県警との取組み

Digi田甲子園とは︖

 デジタルの活⽤によって地域の個別課題を実際に解決した企業・団体等の事例を募集し、最も優れた事例を『内閣
総理⼤⾂賞』として表彰する制度

 令和4年度に創設された制度で、夏は地⽅自治体、冬は⺠間企業・団体等を対象に開催
 令和4年度、あいおいニッセイ同和損保は「冬のDigi田甲子園」において、172件の応募の中で⾒事優勝を勝ち

取り、岸田⽂雄内閣総理⼤⾂より表彰を受けました。

福井県との取組みの
動画はこちら

＜福井県交通安全マップ＞
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交通死亡事故増加率ワーストからの脱却に向け、滋賀県警と連携し、安全レベルの順位を競う「交通安全ドライ
バーズコンテスト」を開催

交通安全ドライバーズコンテスト実施後は、コンテスト期間中に感知したデータを活⽤して、交通事故レッドゾーン、
急ブレーキ、急ハンドルの箇所を反映したオリジナル交通安全MAPを参加者に配布、交通安全啓蒙活動に活⽤

参加者 県内事業所18社から200名が参加

～ 県警本部で行った「出発式」の様子～

開催期間 2019年11月から、2か月間

県警と交通安全ドライバーズコンテストの開催
滋賀県
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■2018年に締結した佐賀県との包括連携協定に基づき、県内の交通事故低減を目的に「セーフティードライバー
コンテスト」を開催

当コンテストで取得した運転挙動データで作成したオリジナル交通安全MAPを提供し、今後、通学路の選定、
標識の設置等といった交通⾏政に活⽤

■県担当者より、「セーフティドライブコンテストは大変盛り上がり、県としても大変喜んでいます。今年度もぜひ企画を
してほしい。」という声や、警察関係者からも「県内の交通事故抑止のために効果的なイベントだと思います。
次回は県内の市町と共同して取組みを進めることができればと思います。」というお声をいただきました。

参加者 県内事業所 212チーム・1014名が参加

開催期間 2021年1０月から、１か月間

セーフティドライバーコンテストの開催
佐賀県
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イベント開催の流れ

②参加者募集／参加受付

ちらしの作成
→ひな型に沿って集客用のちら
しを作成

＜必要事項＞
お名前・連絡先・チーム名

 集客スタート

①イベント実施内容を確定

 タグ必要数（参加者数）・開催時期
→ 弊社にてタグとグループIDを準備しイ
ベント開催前に提供

 説明会・表彰式の開催時期

 表彰内容・記念品の配布
→ 参加者の表彰方法（個人戦・グルー
プ対抗戦等）を確定

③説明会＋イベント開催

 説明会にてタグ貸出・グループID
配布

 参加者管理簿の作成
 イベント開催期間中は参加者が各自
で安全運転・エコドライブに取組み

• プッシュ通知機能で月1回～2回程度
、弊社から参加者全員へ情報発信

• 弊社から地方公共団体様へ途中経過
を提供（HP等で参加者へ周知）

④結果発表
閉会式

⑤イベント
終了

 上位者へ
の表彰

 タグ回収

プッシュ通知機能について
イベント開催中に参加者へ

情報発信が可能（2週間に一回～）

※途中経過は2週間ごとに主催者に連携

貸し出し個数と一致している
かご確認をお願いします。

ご使用済みのタグに付いてい
る装置貼付用シールを剥がし
ていただきますようご協力お
願いします。

貸し出しの際にタグが入って
いた箱は捨てずにお戻しくだ
さい。

返却時のご留意点

 全てのタグを回
収し、弊社にま
とめて返送

●チーム「あいおい」

●チーム「ハッピー」

●チーム「タッフィー」

（例）1チームあたり５人、
４チーム作る場合

●チーム「AD」
※同じ１台の車を使う

＜グループID＞
グループ数に応じて、ＩＤは
４つ発行します。グループ毎
に点数が集計されます

＜タグ貸出＞
１６個貸し出します。
グループで１つの車に乗る
場合は、そのグループには
１個貸し出します

タグ５個

タグ５個

チーム戦はチーム名を
つけると結果が分かり
やすく盛り上がります
！

タグ５個

タグ１個

グループイメージ
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【参考】⾃治体向け Ｊ-クレジット事業者支援保険



【参考】PPA事業者向け保険パッケージ


